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概要 : 制振材の重要な 特性であ る 損失係数やヤ ン グ率の特性 を外挿す る の に カ } プ
フ ィ ッ ト と 呼ばれ る 関数近似が行われて い る 。 今般 こ の カ } プ フ ィ ッ ト を 自 動 的 に
行 う N 次元マ ト リ ッ ク ス 法 を新規に開 発 し ノ モ グ ラ ム 解析に応用 し た。 併せて損失
係数外挿式の改善 を行 い 、 よ り 実際 の損失特性に近い フ ィ ッ テ ィ ン グ を 可能 と し た。
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1 . は じ め に
構造物 の物理的特性等 の解析やシ ミ ュ レー シ ョ

ン精度 の 向上のた め 、 一般に物理デー タ を理論式
ま た は外挿式に あ て は め る (カ ー ブ フ ィ ッ ト ) こ
と が行 な われてい る 。 今般 こ の フ ィ ッ テ ィ ン グ を
自 動 的 に行 な う f N 次元マ ト リ ッ ク ス 法」 を 開 発

数やヤ ン グ率の ノ モ グ ラ ム パ ラ メ } タ の 自 動推定
を試みた。
よ り 厳密 な カ ー ブ フ ィ ッ テ ィ ン グ を 可能 と し た。

2 . N 次元マ ト リ ッ ク ス 法
本手法は測定にて得 ら れた物理デ} タ を 、 あ ら

か じ め用 意 し て お い た 関 数 (外挿式) に あ て は め

タ に よ り 自 動 的 に 求 め る カ } プ フ ィ ッ ト と 呼ばれ
る 関数近似の一手法であ る 。

パ ラ メ ー タ が 2 個 ( 2 次元) の場合 を 考 え る 。

?一 → 一 一+ー +・ーー 1 1 - - -- -- 1- 一 一一一ï : 一 一一 十 一一 一 ー ー!

，.---_._�---- ←ー ー・--_._.<t�・一一一一-.0-".0-・..-←ー�-:- 一 一 --- 令官，.."..fー--_.--

-!:!:�-
i ・ q ・ ， i ト 喝ー 十 ・一 h

6 ・ 4 ・ +
ι 一 ー。 一 ー 。一一ー ・・・・・・・. .・ー ・ ・・ー・ ー・..-ー ・ーー + ー-・ ー ・ ー 一ー 一 ー + 

E= 1 ( 土 50見 E=2 ( :t25弘) E=3 ( 土 12. 5目)

図 1 2 次元マ ト リ ッ ク ス 法 (基本原理)

図 1 において (絞 り 込み指数 : E= l ) 初期値 を
中 心 と し て 求 め る パ ラ メ ー タ を X 軸， Y軸方向 に
各 々 最大 ::!:: 50%ずつ振 り 、 合計で 5 X 5 = 2 5個
の 2 乗誤差和 を求 め る 。

測定デー タ data (t) t : 独立変数
外挿式 f (x， y， t) x， y : ハo 7 }寸
2 乗誤差和 : � {data (t ) -f (x， y ， t) } 2 →最小
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図 2 2 次元マ ト リ ッ ク ス 法 (概略 フ ロ �)

こ う して得 ら れた25個 の 2 乗誤差和 の 中 で最
小値 を与 え る X 、 Y パ ラ メ } タ の値を再び 中 心
値にセ ッ ト す る 。 そ し て今度 は ::!:: 25% (E=2) の
幅でX 、 Y パ ラ メ ー タ 値 を振 り 、 以下 土 1 2 . 5対
(E=3) 、 土 6 . 25見 (E=4) 、 . . と 同様の操作 を繰 り
返 し て最小点 を絞 り 込み 、 終了 条件 を満足 し た
所で最終結果 を 戻 し て終了す る 。

本手法の特長 は 、 初期値のま日何に拘 ら ず安 定
し た フ ィ ッ テ ィ ン グが 可能であ る こ と で あ る 。
ま た本 アル ゴ リ ズム に は フ ィ ッ テ ィ ン グ を行 う
パ ラ メ } タ 数 ( N ) に制 限は無い が 、 コ ン ピ ュ
ー タ の処理系 、 及び演算時間 に よ っ て 実質的 に
制 限 を受 け る 。 フ ィ ッ テ ィ ン グに要す る 時間
は外挿式 を評価 (計算) す る 回数に比例す る 。

(5) N X デー タ 数 X E
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し、その応用として制振材料の特性を表す損失係

また損失係数外挿式の改善を行って

最も良い近似を与えるパラメータ値をコンピュー

本手法のアルゴリズムを解説するために、推定
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